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従業員の皆様へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○部　　○○　○○

マイナンバー制度開始に伴う住民票確認のお願い

2016年1月よりマイナンバー制度がスタートすることになりました。

　マイナンバー（個人番号）とは、住民票を有するすべての国民に1人1つずつ付与され、社会保障、税、災害対策といった分野で活用される番号のことです。マイナンバー（被扶養者分を含む）は今後会社の社会保険手続きや年末調整などでも必要となります。
　マイナンバーは、2015年10月以降、従業員の皆様全員に、住民票に記載されている住所宛に各市区町村から通知カードが簡易書留で郵送されることで通知されます。そこで、住民票の住所をチェックして、現在住んでいるところと住民票の住所が異なる場合には住民票の異動手続きを行ってください。この手続きを行っていない場合には、マイナンバーの通知カードが間違った住民票の住所に送られてしまいますので、後になって煩雑な手続きを行う必要が出てきます。

【実際の住所と住民票が異なる場合の手続き】

①同一市区町村内で住所変更する場合の手続き

→同一市区町村内で住所変更をする場合には、その市区長村に、転居届を提出します。
②他の市区町村へ住所変更する場合の手続き

→住民票が現在の実際の住所とは異なる市区町村にある場合には、住民票のある従前の住所地の市区町村に転出届を提出したうえで、現在の住所地の市区町村に転入届を提出することが必要となります。

　　不明点などがある場合には○○部○○　○○までお問い合わせください。
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